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論文の内容の要旨
砂漠などの砂磯地や土壌の塩類濃度の高い地域などに生育する植物は、環境ストレスを強く受けているた
め、内生菌類を有効に利用して生育している可能性が高いと考えられている。これまでの調査でも、このよ
うな地域に生育する植物には、多様な菌類が、内生菌類として存在していることが報告されている。しかし、
これらの調査は、比較的限定された地域の、限定された植物のみで、これらの内生茜類が、普遍的なものな
のかどうかは、未だ不明である。そこで、本研究では、中国の砂磯およびアルカリ土壌に生育する植物の内
生菌類群集を明らかにすることを呂的として、これらの地域から様々な植物を採取し、内生菌類を分離・培
養し、その種類を明らかにするとともに、植物、地域、さらには環境と内生菌類との関係を解明を行った。
中国の中部に位置する環境条件の異なる 2か所の砂磯地域から、これらの地域に広く分布している 3科8
種の植物を、また、中国北部のアルカリ性土壌地域から 2種の Suaedlα属植物を採取し、洗浄後、葉、茎、根、
花および種子の組織に分割して表面殺菌し、それぞれの組織の微小断片を培地上に静置して、出現した菌類
を分離・培養した。そして、これらの菌類の形態学的特徴から種名の同定を行い、それぞれの菌の分離頻度
を算出した。また、様々な統計学的手法を用いて、これらの地域の内生菌類群集の特徴を解析した。その結
果、砂磯地での植物からは、総計1280の組織断片から、 796菌株が分離され、この中の 684菌株は 23種に
同定することが出来たが、 112菌株は蕗糸のみで同定することが出来なかった。 23穫の中で、 Alternan.a
sp.、Fusari・umsp.、およびPhomasp.は、多くの植物で、比較的高頻度で分離され、これらの菌類は、広
範囲の植物に共通して内生していることが明らかとなった。また、特にAlternariaalternataは、多くの植物
に優先的に存在していることから、これらの地域に生育する植物の内生菌として広く分布し、植物の生育に
重要な役割を果たしていることが示唆された。さらに、分離された菌類の多様度と植物における菌類の定着
率を解析した結果、分離された頭類の種類は、環境条件の異なる他の地域での報告と比較して少なかったが、
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逆に、植物組織からの蕗類の分離頻度は高く、これらの地域の植物には、少数の菌類が高い割合で存在して
いることが明らかとなった。このことからも、これらの地域の植物は、菌類と密接な関係を有していること
が示唆された。なお、 Phomaspp.など植物の特定の組織に多く存在する菌類があることも確認された。さら
に、 2種の植物において、環境の異なる地域開での分離された菌類の種類や、その分離頻度を比較した結果、
優先的に分離される種類や構成種に相違が認められた。このことから、環境条件は、内生菌類の存在に影響
を及ぼすことが示唆された。
さらに、アルカリ性土壌地域に生育する 2種の Suaeda属植物を用いて、 6月から 10月まで、 lか月ごと
に植物を採取し、内生菌類を分離・培養して同定し、その季節変動を調べた。その結果、分離された 286菌
株の内 236菌株は 37種に同定され、 Alternariaspp.およびPhomaspp.の共通種の存在は確認されたが、そ
れぞれの分離頻度は、植物の成長のそれぞれの段階で異なった。なお、 Alternariaalternataのみは、生育段
階ごとの分離頻度は異なるものの、全生育期間をとうして分離された。また、分離菌類の種類・分離頻度と
降水量などの気候条件との関係も認められたD このことから、内生菌類の存在は、植物の生育や気候条件で
も影響を受けることが示唆された。
以上のことから、中国の砂漠地帯の砂磯およびアルカリ性土壌に生育する植物には、共通してAlternaria
spp.やPhomaspp.などの少数の菌類が高い割合で存在していることが明らかになり、これらの存在によって、
厳しい環境下での植物の生育が支えられている可能性が示唆された。特にAlternariaalternataは、これらの
地域に普遍的に存在する内生菌であることが明確となった。また、これら内生菌類は、植物の生育や環境条
件によって影響を受けることも明らかとなり、種類も変化することが示唆された。
審査の結果の要旨
内生菌類は、植物に病気を引き起こすことなく、潜在的に存在している菌類であるが、近年、この内生菌
類の存在により、乾燥や高温などの環境ストレスに対する植物の耐性が増加したり、また、病気に対する抵
抗力や、昆虫の食害に対する防御にも、重要な役割を果たしていることが明らかになってきている。本研究
は、環境ストレスを強く受けている砂漠などの砂磯地や土壌の塩類濃度の高い地域などに生育する植物につ
いて、その内生菌類の種類を明らかにするとともに、植物の種類とその生育段階や地域、さらには環境と内
生する菌類の種類や頻度との関係を解明することを目的としたものである。研究の結果、これらの地域の植
物には、多様性は低いものの少数の菌類が高い割合で存在していることが明らかとなった。特にAlternaria
alternataは、多くの植物に優先的に存在していることから、これらの地域に生育する植物の内生菌として広
く分布していることが明らかとなった。また、植物の組織問や、環境の異なる地域開での分離された菌類の
種類や、その分離頻度を比較した結果、優先的に分離される菌類の種類や構成種に相違が認められた。この
ことから、植物組織や環境条件は、内生菌類の存在に影響を及ほしていることが示唆された。
以上のように、本研究は、砂磯地やアルカリ土壌に生育する植物の内生直類群集の特徴を明らかにしたも
のであり、今後の、これらの地域での内生菌類の役割を解明するための基礎的な知見として大変高く評価さ
れる。
平成 23年8月26自、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。
よって、著者は博士(農学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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